





























































































































































性43%で､ 最高齢は91歳だった｡ 56人(89%)が自家用車を用いていた｡ そのうち自分
で運転したのは27%だった｡ その大多数は通院はなんともないと回答し､ むしろﾄﾞﾗｲﾌ
ﾞが楽しみと答える人もいた｡ 逆に､ 子や配偶者などに運転してもらっている人は､ 自
分で運転する人よりも通院は大変と回答する率が高かった｡ 考察後期高齢者の相当数
が自分で運転して通院している｡ そうした人にとっては車の運転は何ら負担ではなく
､ むしろ生きがいですらある｡ 一方､ 自分以外の誰かに運転してもらっている人の多
くは通院を負担に思っているが､ そこには家族に迷惑をかけているという思いがある
からかもしれない｡ 自ら運転したいという本人の自立･自尊に背くことはできないが､
社会の安全と家族の負担を考えれば､ 通院がより容易な ｢かかりつけ医｣ に早くﾊﾞﾄﾝﾀ
ｯﾁすることも大切ではないだろうか｡ 地域連携の構築も重要になるだろう。
